
＜新しい放送＞ 
マルチメディア放送やホワイトスペースを利用する新たな放送システム 

 マルチメディア放送のサービスは、通信と放送が連携し、動画・音楽、新聞・雑誌・電子書籍・ゲームなど
の様々な形式のコンテンツが提供されるほか、従来の放送にない蓄積型放送や、高画質・高音質のリアル
タイム型放送などを組み合わせて実現する新しい放送の形態です。 
 地上テレビジョン放送の完全デジタル化に伴い利用可能となった次の周波数を使用します。 
  ・ 90MHｚ～108MHｚの周波数を使用して行う携帯端末向け地域放送 「Ｖ－Ｌｏｗマルチメディア放送」 
  ・ 207.5 MHｚ～222MHｚの周波数を使用して行う携帯端末向け全国放送 「Ｖ－Ｈｉｇｈ放送」 

※ ホワイトスペース：放送用などの目的に割当てられているが、地理的条件や技術的条件によって、他の目的にも利用可能な周波数。 

◆マルチメディア放送 

 地上デジタル放送に割り当てられたＵＨＦ帯のホワイトスペース
※
を活用して行われるワンセグ携帯等の

地上デジタルテレビ放送受信機に向けたエリア限定の放送サービスです。 
・スタジアムや美術館の中、商店街等の小規模のエリアを対象としたもの 
・恒久的な放送のほか、サッカーの試合やお祭り等イベントでの臨時に行う放送 
・イベント情報、観光情報、地域交通情報等、ローカルな情報を発信するもの 

などがサービス形態として想定されています。 

◆エリア放送 

▼Ｖ－Ｌｏｗマルチメディア放送 
 全国を各地方の都道府県からなる７地方ブロックに分け、各ブ
ロックを対象とし、地域密着の生活情報や安心安全情報等を放送
する「地方ブロック向け放送」として、平成25年12月に指針を制定
し、関係法令の整備を進め、平成26年7月15日に基幹放送局提供
事業者（ハード事業者）としてエフエム東京系の（株）ＶＩＰを認定、
平成27年10月16日に移動受信用地上基幹放送局が予備免許さ
れ、サービス開始に向け準備が進められています。 
 
 
 
 
 
 
 

▲Ｖ－Ｈｉｇｈ放送（マルチメディア放送及びテレビジョン放送） 
 ＮＴＴドコモ系の (株 )ジャパン・モバイルキャスティングが基幹放
送局提供事業者（ハード事業者）となり、認定基幹放送事業者（ソ
フト事業者）として (株 )ｍｍｂｉが平成24年4月から「ＮＯＴＴＶ」の
サービス名で放送が開始、平成25年12月の制度改正により、これ
までの「マルチメディア放送」に加え「テレビジョン放送」も可能とな
り、平成27年4月１日より5社6番組による標準テレビジョン放送が
開始されています。現在、近畿管内2府4県の県庁所在地及びそ
の周辺地域で受信が可能です。 

             （※平成28年6月末をもって放送終了予定） 
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＜新しい放送＞ 
４Ｋ・８Ｋの推進 
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４Ｋ・８Ｋ推進のためのロードマップ～第二次中間報告（2015年7月） 

２０１４年 ２０１５年 ２０１６年 ２０１７年 ２０１８年 ２０２０年 ２０２５年頃 

１２４/１２８
度ＣＳ 

４Ｋ 
実用放送 

４Ｋ試験放送 
４Ｋ 

実用放送 

４Ｋ 
実用放送 

４Ｋ試験放送 

4K VOD実用 
サービス 

８Ｋに向けた実験的取組 

８Ｋに向けた実験的取組 

衛 

星 

ケーブル
テレビ 

ＩＰＴＶ等 

４Ｋ試験放送 

4K VOD 
トライアル 

４Ｋ・８Ｋ 
試験放送 

４Ｋ 
試験放送 

ＢＳ 
（右旋） 

ＢＳ 
（左旋） 

１１０度ＣＳ 
（左旋） 

（ＢＳ17ch） 

トラポンの 
追加割当 

４Ｋ 
実用放送 

４Ｋ・８Ｋ 
実用放送 

トラポンの 
追加割当 

４Ｋ 
実用放送 

＜目指す姿＞ 
・ 2020年東京オリン
ピック・パラリンピッ
ク競技大会の数多
くの中継が４Ｋ・８Ｋ
で放送されている。 

・全国各地における
パブリックビューイ
ングにより、2020年
東京オリンピック・
パラリンピック競技
大会の感動が会場
のみでなく全国で
共有されている。 

・４Ｋ・８Ｋ放送が普及
し、多くの視聴者が
市販のテレビで４
Ｋ・８Ｋ番組を楽し
んでいる。 

（ＢＳ17chを含め、 
２トラポンを目指す） 

＜イメージ＞ 
・４Ｋ及び８Ｋ実用放
送のための伝送路
として位置付けられ
たＢＳ左旋及び110
度ＣＳ左旋において
多様な実用放送実
現 
・右旋の受信環境と
同程度に左旋の受
信環境の整備が進
捗 

○ 衛星放送：次世代放送推進フォーラム(NexTV-F)、スカパーJSATが４K放送を実施中。 
○ IPTV：スカパーJSAT等が４K放送を実施中。 
○ ケーブルテレビ：ジュピターテレコムがオンデマンド４K放送を実施中。 
○ 近畿管内ケーブルテレビ：１社が４K実用放送を実施中。 
○ 近畿総合通信局：管内の４K・８Ｋ普及に向け、周知啓発の取組みなどを実施。 

○ 「放送サービスの高度化に関する検討会」において、ロードマップを策定（2013年6月）。 
○ それを受け、2014年2月より「４Ｋ・８Ｋロードマップに関するフォローアップ会合」を開催し、ロードマップの取組の具体化・加速

化について検討を進め、2014年9月に中間報告を策定・公表。 
○ 更なる４Ｋ・８Ｋの普及を図っていくため、2015年3月フォローアップ会合を開催し、同年7月に第二次中間報告を策定・公表。 

○ 現行ハイビジョンを超える画質（いわゆるスーパーハイビジョン）の映像の規格が標準化（2006年、ITU（国際電気通信連合））。 
規格は、「４K」「８K」（Kは1000の意。）の二種類（現行ハイビジョンは「２K」）。 

○ ４Kは現行ハイビジョンの４倍、８Kは同じく１６倍の画素数。高精細で立体感、臨場感ある映像が実現。 
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